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１ 調査の概要

（1）調査対象

本報告書は、上記3種類の調査のうち、第2号被保険者調査について報告するものです。

本調査は、和歌山県在住の以下の3種類の対象者に調査を行いました。調査対象者の抽出にあたっては、

市町村別に一定の標本数を確保するために、市町村単位の層化を行い、標本数を配分したうえで、各市町

村において無作為抽出を行いました。

調査は郵送により配布・留置し、郵送で回収しました。 （第２号被保険者調査はWEB回答を併用）

合計3,000人を抽出令和４年8月1日現在、県内在住の65歳以上
で、介護保険の要介護認定で「要支援」または
「要介護」と認定されていない人

高齢者一般調査

合計2,000人を抽出令和４年8月1日現在、県内在住の65歳以上
で、介護保険の要介護認定で「要支援」または
「要介護」と認定されている人

要支援・要介護者調査

合計2,000人を抽出令和４年8月1日現在、県内在住の40～64歳
の人

第2号被保険者調査

（2）回収状況

調査票の回収状況は以下のとおりです。

第2号被保険者調査要支援・要介護者調査高齢者一般調査

2,0002,0003,000配布・発送数

1,9921,9882,983配布実数※

871（内WEB回答170）8941,935回収数

43.7%45.0%64.9%回収率

※未達分を除く有効配布数
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（調査結果の見方）

◆集計にあたっては、令和２年国勢調査人口を基準人口として、市町村別の標本数の補正を行っています。
◆集計値はすべて％表示です。なお、四捨五入により小数点以下第1位までの表示としており、見かけの合計値
が100％にならない場合があります。

◆複数回答の質問は、回答比率の合計が100.0%を超えます。
◆図表中、帯グラフでは、表示が煩雑になるため、3.0%未満の比率については数値表示を省略しています。
◆標本数（回答者数）は図表中に「N=」と表示しています。それ以外の数値は回答比率の百分率（%）です。
表示が煩雑になるため、％等の単位表示は省略しています。

（集計における「地域区分別」の対象地域）

◆県内において、比較的人口の集中している地域と、人口の少ない地域における地域特性の分析等を行うため、
県内市町村を以下のように「都市地域」と「都市地域以外」のカテゴリーに区分し、「地域区分別」の集計を行い
ました。

都市地域以外都市地域

田辺市（旧龍神村・中辺路町・大塔村・本宮町）
新宮市（旧熊野川町）
紀の川市（旧粉河町・那賀町・桃山町）
紀美野町
かつらぎ町
九度山町
高野町
湯浅町
広川町
有田川町
美浜町
日高町
由良町
印南町
みなべ町
日高川町
白浜町
上富田町
すさみ町
那智勝浦町
太地町
古座川町
北山村
串本町

和歌山市
海南市
橋本市
有田市
御坊市
田辺市（旧田辺市）
新宮市（旧新宮市）
紀の川市（旧打田町・貴志川町）
岩出市
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53.7

53.6

49.0

61.2

5.4

43.0

40.1

49.1

37.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

あて名のご本人が回答（ご本人が回答して他の方が代筆した場合も含む）

ご家族がご本人の代わりに回答

ご家族以外の方がご本人の代わりに回答

無回答

53.7

52.8

56.5

3.1

43.0

43.4

41.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

２ 第2号被保険者調査の結果

（1）回答者

この調査票にご回答いただいた方は、どなたですか。（あてはまるもの１つに○）

調査票の回答者は、「あて名のご本人が回答（ご本人が回答して他の方が代筆した場合も含む）」が

53.7%となっています。

図表 1 回答者

地域区分別

年齢別
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31.8

31.2

33.7

41.4

43.1

36.5

26.8

25.8

29.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

40-49歳 50-59歳 60-64歳

37.5

34.7

37.9

40.2

61.4

64.2

60.4

59.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

男 女 回答しない

37.5

37.0

38.9

61.4

62.0

59.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

（2）回答者の属性

問1 あなたの性別をお答えください。（いずれか１つに○）

①性別

回答者の性別は、「女」が61.4%、「男」が37.5%となっています。

図表 2 性別

問2 あなたの生まれた年月、年齢をお答えください。（ご記入ください）

年齢区分については、「50～59歳」が41.4%、「40～49歳」が31.8％、「60～64歳」が26.8％となっ

ています。

図表 3 年齢区分

②年齢区分

地域区分別

年齢別

地域区分別
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全体[N=871]
和歌山市 38.9 広川町 0.7
海南市 5.2 有田川町 2.7
橋本市 6.6 美浜町 0.7
有田市 2.9 日高町 0.8
御坊市 2.5 由良町 0.6
田辺市（旧田辺市） 6.7 印南町 0.8
田辺市（旧龍神村・中辺路町・大塔村・本宮町） 1.1 みなべ町 1.3
新宮市（旧新宮市） 2.7 日高川町 1.0
新宮市（旧熊野川町） 0.1 白浜町 2.1
紀の川市（旧打田町・貴志川町） 3.8 上富田町 1.7
紀の川市（旧粉河町・那賀町・桃山町） 2.7 すさみ町 0.4
岩出市 6.3 那智勝浦町 1.5
紀美野町 0.8 太地町 0.3
かつらぎ町 1.6 古座川町 0.2
九度山町 0.4 北山村 0.0
高野町 0.3 串本町 1.5
湯浅町 1.2

③居住市町村

問3 あなたがお住まいの市町村をお答えください。（あてはまるもの１つに○）

居住市町村については、以下のとおりとなっています。

図表 4 居住市町村
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14.9

12.9

6.8

8.6

6.1

4.1

4.7

5.8

19.4

21.0

19.7

20.5

20.1

19.7

20.7

20.2

26.8

30.2

27.8

28.4

3.9

5.7

9.0

11.3

7.0

3.4

7.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

単身（ご本人ひとり） 夫婦のみ（配偶者は６５歳以上）

夫婦のみ（配偶者は６４歳以下） ２世代家族（６５歳以上の家族がいる）

２世代家族（６５歳以上の家族はいない） ３世代家族

配偶者、親以外の高齢者（６５歳以上）と同居 その他

無回答

14.9

10.4

14.9

20.2

6.1

3.9

16.0

19.4

10.2

24.0

23.2

20.1

23.6

17.8

19.6

26.8

38.8

27.6

11.4

3.9

4.9

3.2

3.7

7.0

9.1

7.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

14.9

16.7

9.2

6.1

5.6

7.7

19.4

19.2

20.1

20.1

18.8

24.1

26.8

27.8

23.8

3.9

9.1

7.0

7.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

④世帯区分

問4 あなたの世帯は、次のうちのどれにあてはまりますか。（あてはまるもの１つに○）

回答者の世帯は、「2世代家族（65歳以上の家族はいない）」が26.8%、「2世代家族（65歳以上の
家族がいる）」が20.1%、「夫婦のみ（配偶者は64歳以下）が19.4％等となっています。
地域区分別では、都市地域以外で都市地域に比べて「2世代家族（65歳以上の家族がいる）」が多く

なっています。
経年比較では、「単身（ご本人ひとり）」がやや増えており、2世代家族（65歳以上の家族はいない）」

がやや減っています。

図表 5 世帯区分

経年比較

地域区分別

年齢別
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3.0

3.9

6.7

38.4

38.8

30.3

28.9

26.0

25.0

24.6

20.6

3.0

3.9

3.2

6.3

7.4

8.5

9.7

4.9

5.2

4.2

14.9

14.5

19.8

23.4 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

農林水産業 会社や団体等の勤め人（常勤）

会社や団体等の勤め人（パート、嘱託等） 会社や団体等の役員

自営業主、個人事業主 短期・不定期のアルバイト等

内職 収入のある仕事はしていない

その他 無回答

4.3

38.4

52.8

40.5

18.0

26.0

22.1

23.9

33.7

5.0

6.3

5.1

7.4

6.1

4.9

3.8

5.8

5.1

14.9

9.0

11.8

26.6

3.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

6.9

38.4

39.0

36.6

26.0

26.5

24.1

3.3

6.3

5.5

8.8

4.9

5.7

14.9

15.2

13.9 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

⑤収入のある仕事

問5 あなたは、収入のあるお仕事をされていますか。（あてはまるもの１つに○）

図表 6 収入のある仕事

収入のある仕事について聞いたところ、「会社や団体等の勤め人（常勤）」が38.4%、「会社や団体等の

勤め人（パート、嘱託等）」が26.0%、「収入のある仕事はしていない」が14.9%等となっています。

地域区分別では、都市地域以外では都市地域に比べて「農林水産業」の割合がやや多く、「会社や団体

等の勤め人（常勤）」の割合はやや少なくなっています。

経年比較では、大きな違いは見受けられません。

経年比較

地域区分別

年齢別
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家族の団らん・交流

親せきとのつきあい

友人、知人、近隣とのつきあい

住まい（建物の維持管理、リフォームなど）

健康管理、健康づくり

防災（災害への備え、避難や連絡の方法など）

食事、飲食に関すること

身だしなみ、おしゃれや美容に関すること

仕事、働くこと

家事（炊事、掃除、洗濯など家の中の仕事）

社会奉仕、ボランティア活動

地域の活動（自治会、老人クラブなど）

趣味の活動

学習活動

スポーツ活動

特にない

その他

無回答

40.1

11.7

38.9

46.4

73.0

33.7

44.6

20.4

50.4

37.7

12.4

10.7

38.8

6.1

9.7

1.8

1.6

0.3

40.9

11.5

38.0

45.6

72.3

33.3

47.1

21.3

51.8

38.3

13.8

10.9

39.3

6.7

10.4

1.4

1.4

0.3

37.8

12.3

41.9

48.7

75.0

34.8

37.0

17.9

46.0

35.8

8.2

10.0

37.4

4.3

7.7

3.0

2.2

0.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問6 あなたは、ご自身の高齢期の生活を考えたときに、特にどのようなことに関心がありますか。（あては
まるものすべてに○）

高齢期の関心事について聞いたところ、「健康管理、健康づくり」が73.0%と最も多くなっています。次いで、

「仕事、働くこと」（50.4％）、「住まい（建物の維持管理、リフォームなど）」（46.4％）、「食事・飲食に

関すること」（44.6%）、「家族の団らん・交流」（40.1%）等となっています。

図表 7 高齢期の関心事（複数回答）

（3）高齢期の暮らしなどについて

①高齢期の関心事

地域区分別
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家族の団らん・交流

親せきとのつきあい

友人、知人、近隣とのつきあい

住まい（建物の維持管理、リフォームなど）

健康管理、健康づくり

防災（災害への備え、避難や連絡の方法など）

食事、飲食に関すること

身だしなみ、おしゃれや美容に関すること

仕事、働くこと

家事（炊事、掃除、洗濯など家の中の仕事）

社会奉仕、ボランティア活動

地域の活動（自治会、老人クラブなど）

趣味の活動

学習活動

スポーツ活動

特にない

その他

無回答

40.1

11.7

38.9

46.4

73.0

33.7

44.6

20.4

50.4

37.7

12.4

10.7

38.8

6.1

9.7

1.8

1.6

0.3

42.1

10.4

39.0

53.0

70.5

36.2

43.9

20.6

57.4

31.2

8.8

9.3

37.7

7.4

10.3

2.0

0.5

0.0

38.8

14.8

40.5

46.6

72.5

32.6

45.9

20.9

51.6

41.1

14.1

13.0

40.6

6.8

11.9

2.4

2.7

0.6

39.9

8.6

36.4

38.1

76.7

32.3

43.5

19.5

40.2

40.1

14.1

8.8

37.5

3.4

5.7

0.6

0.9

0.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

年齢別
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8.4

9.3

9.9

8.4

61.6

59.4

58.2

55.3

24.1

27.0

27.7

28.6

4.0

3.5

3.33.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

現在でもかなり不便であり、高齢になったらさらに困ることになると思う

現在は特に問題はないが、高齢になったら困ることになると思う

高齢になっても特に困ることはないと思う

わからない

その他

無回答

8.4

10.3

7.1

8.2

61.6

61.3

61.0

62.9

24.1

20.7

26.2

25.0

4.0

6.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

8.4

6.0

15.8

61.6

60.2

66.0

24.1

27.3

14.4

4.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

②日常の買い物や外出などのしやすさ

問7 あなたは、現在お住まいのところに高齢期も住み続けるとした場合に、日常の買い物や外出などの
しやすさについてどのように思いますか。（そう思うもの１つに○）

住んでいる地域の日常の買い物や外出などのしやすさについて聞いたところ、「現在は特に問題はないが、

高齢になったら困ることになると思う」が61.6%と多くなっています。「現在でもかなり不便であり、高齢になった

らさらに困ることになると思う」は8.4%となっています。一方、「高齢になっても特に困ることはないと思う」は

24.1%となっています。

地域区分別では、都市地域以外は都市地域に比べて「現在は特に問題はないが、高齢になったら困ること

になると思う」の割合が多く、「高齢になっても特に困ることはないと思う」の割合は少なくなっています。

経年比較では、大きな違いは見受けられません。

図表 8 日常の買い物や外出などのしやすさ

経年比較

地域区分別

年齢別
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家族や親せきとの人間関係

友人や知人、近所の人との人間関係

話し相手がいないこと

生活費など

自分の介護のこと

自分の健康や病気

同居家族の健康や病気

家族や親せきに対する介護

通院の介助や手段

掃除や洗濯などの日常生活のこと

食事の用意や配食などのこと

財産の管理や遺産相続など

子や孫の将来

特に悩みや不安はない

その他

無回答

14.3

10.5

14.2

61.7

57.8

69.2

47.8

24.8

35.5

23.9

27.5

13.1

22.5

3.3

0.3

0.1

14.7

10.4

15.2

64.4

56.6

67.1

47.2

24.3

34.3

23.4

28.1

13.3

22.2

3.7

0.2

0.2

12.9

11.1

11.0

53.2

61.4

75.5

49.5

26.1

39.3

25.6

25.5

12.4

23.7

2.1

0.4

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

③高齢期の生活の不安

問8 あなたは、ご自身の高齢期の生活を考えたときに、何か不安を感じることなどはありますか。（あては
まるものすべてに○）

高齢期の生活の不安としては、「自分の健康や病気」が69.2%と最も多く、次いで、「生活費など」が

61.7%、「自分の介護のこと」が57.8%、「同居家族の健康や病気」が47.8％等となっています。

地域区分別では、都市地域以外は都市地域に比べて「自分の健康や病気」の割合が多く、逆に「生活費

など」の割合が少なくなっています。

年齢別では、60歳以上では「自分の健康や病気」「掃除や洗濯などの日常生活のこと」「食事の用意や配

食などのこと」等の割合が多くなっています。「自分の介護のこと」の割合は59歳以下の方が多くなっています。

図表 9 高齢期の生活の不安（複数回答）

地域区分別
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家族や親せきとの人間関係

友人や知人、近所の人との人間関係

話し相手がいないこと

生活費など

自分の介護のこと

自分の健康や病気

同居家族の健康や病気

家族や親せきに対する介護

通院の介助や手段

掃除や洗濯などの日常生活のこと

食事の用意や配食などのこと

財産の管理や遺産相続など

子や孫の将来

特に悩みや不安はない

その他

無回答

14.3

10.5

14.2

61.7

57.8

69.2

47.8

24.8

35.5

23.9

27.5

13.1

22.5

3.3

0.3

0.1

16.1

14.4

17.4

67.4

59.7

66.3

46.1

28.9

33.1

21.5

24.0

15.2

29.0

2.3

0.6

0.0

13.6

8.6

10.2

61.3

58.7

67.6

51.0

24.5

37.5

24.0

26.2

11.2

21.8

3.0

0.0

0.3

13.2

9.0

16.5

55.5

54.0

75.1

44.8

20.3

35.4

26.7

33.6

13.5

15.9

4.9

0.3

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

年齢別
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12.8

10.7

11.7

58.6

67.3

65.5

26.3

19.4

18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

たいへん健康である

大した病気や障害もなく普通に生活している

何らかの病気や障害はあるが、日常生活はほぼ自分で行えるし、外出も一人でできる

何らかの病気や障害があって、生活に誰かの手助けが必要である

その他

無回答

12.8

17.1

12.9

7.5

58.6

64.7

55.6

56.0

26.3

15.2

30.2

33.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

12.8

13.8

9.6

58.6

56.4

65.4

26.3

27.5

22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問9 あなたの現在の健康状態についてお答えください。（もっとも近いもの１つに○）

現在の健康状態としては、「大した病気や障害もなく普通に生活している」が58.6%等と多くなっています。

地域区分別では、都市地域以外は都市地域に比べて「大した病気や障害もなく普通に生活している」の

割合が多くなっています。

年齢別では、「たいへん健康である」の割合は年齢が上がるにつれ少なくなっています。

経年比較では、令和元年度に比べて「何らかの病気や障害はあるが、日常生活はほぼ自分で行えるし、

外出も一人でできる」が増えています。

図表 10 現在の健康状態

（4）健康について

①現在の健康状態

経年比較

地域区分別

年齢別

※令和4年度調査より、選択肢「その他」を追加
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9.7

8.0

9.6

9.1

9.9

9.8

13.5

15.9

14.0

9.5

7.9

7.9

54.5

57.7

55.8

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

ほぼ毎日、運動をしている 週に３～５日程度、運動をしている
週に１～２日程度、運動をしている 月に数日程度、運動をしている
運動はほとんどしていない その他
無回答

9.7

6.4

9.1

14.5

9.1

9.1

7.2

11.9

13.5

15.8

14.7

9.0

9.5

8.4

9.3

11.2

54.5

56.2

56.2

50.0

3.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

9.7

9.9

9.1

9.1

8.2

11.9

13.5

14.3

11.2

9.5

9.8

8.6

54.5

54.1

55.8

3.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

②運動の有無

問10 あなたは、日頃、運動をしていますか。ここで運動とは、１回30分以上の各種スポーツ、体操、
ウォーキングなどを指します。（あてはまるもの１つに○）

運動の有無について聞いたところ、「運動はほとんどしていない」が54.5％等と多くなっています。

年齢別では、40～59歳で「運動はほとんどしていない」の割合が60歳以上に比べて多くなっています。

経年比較では、大きな違いは見受けられません。

図表 11 運動の有無

経年比較

地域区分別

年齢別

※令和4年度調査より、選択肢「その他」を追加
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17.1

20.6

19.1

55.9

54.0

51.5

5.7

5.8

7.7

19.5

18.2

18.1 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

普段から意識をして運動や食生活に気をつけている
意識をしており、もっと改善する必要があると思っている
意識はしているが、自分の年齢で今から気をつけても仕方ないと思う
特に意識をしていない
その他
無回答

17.1

13.0

15.8

23.9

55.9

55.3

57.5

54.1

5.7

4.8

6.8

5.1

19.5

24.4

17.7

16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

17.1

17.4

16.2

55.9

56.2

54.8

5.7

6.2

4.0

19.5

18.6

22.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

④健康づくりや介護予防に関する日頃の生活習慣に思うこと

問11 あなたは、健康づくりや介護予防に関して、ご自身の日頃の生活習慣（ロコモ予防やメタボ予防な
ど）をどのように思いますか。（あてはまるもの１つに○）

健康づくりや介護予防に関し、日頃の生活習慣に思うことを聞いたところ、「意識をしており、もっと改善する

必要があると思っている」が55.9%と多くなっています。「普段から意識をして運動や食生活に気をつけている」

は17.1%、「特に意識をしていない」は19.5%等となっています。

地域区分別では、都市地域以外は都市地域に比べて「特に意識をしていない」の割合が多くなっています。

年齢別では、40～49歳で「特に意識をしていない」の割合が多くなっています。

図表 12 健康づくりや介護予防に関する日頃の生活習慣に思うこと

経年比較

地域区分別

年齢別

※令和4年度調査より、選択肢「その他」を追加
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自動車（自ら運転）

自動車（家族等が運転）

バス、電車

タクシー

福祉移送サービス（介護タクシーなど）

バイク、スクーター

自転車（電動アシスト付き自転車を含む）

徒歩

車椅子、電動車椅子

医療機関による無料送迎（通院時のみ）

外出は困難（寝たきりなど）

その他

無回答

86.6

14.0

11.8

2.5

0.4

9.9

13.7

20.8

0.2

0.0

0.0

0.0

0.2

84.6

13.5

14.2

2.9

0.5

11.4

16.4

23.2

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

92.8

15.4

4.3

1.6

0.1

5.5

5.4

13.5

0.4

0.1

0.0

0.2

0.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問12 あなたは、日頃、どのような方法で外出していますか。（あてはまるものすべてに○）

外出方法について聞いたところ、「自動車（自ら運転）」が86.6%と多くなっています。その他、「徒歩」が

20.8％、「自動車（家族等が運転）」が14.0％等となっています。

地域区分別では、都市地域では「バス・電車」 「自転車（電動アシスト付き自転車を含む）」「徒歩」、都

市地域以外では「自動車（自ら運転） 」「自動車（家族等が運転）」の割合がそれぞれ多くなっています。

図表 13 外出方法（複数回答）

（5）高齢期の住宅の暮らし、住み替えなどについて

①外出方法

地域区分別
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自動車（自ら運転）

自動車（家族等が運転）

バス、電車

タクシー

福祉移送サービス（介護タクシーなど）

バイク、スクーター

自転車（電動アシスト付き自転車を含む）

徒歩

車椅子、電動車椅子

医療機関による無料送迎（通院時のみ）

外出は困難（寝たきりなど）

その他

無回答

86.6

14.0

11.8

2.5

0.4

9.9

13.7

20.8

0.2

0.0

0.0

0.0

0.2

87.6

14.8

11.7

2.7

0.8

11.6

11.6

24.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.3

91.3

12.4

10.5

3.9

0.0

9.8

13.0

17.8

0.2

0.1

0.0

0.0

0.1

78.0

15.4

13.9

0.3

0.5

8.1

17.4

21.5

0.1

0.0

0.0

0.2

0.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

年齢別
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39.9

34.5

36.2

43.0

51.2

49.2

8.5

7.2

4.4

7.4

6.9

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

10分未満 10～29分 30～59分 60分以上 無回答

39.9

36.7

38.2

46.2

43.0

50.0

41.3

37.3

8.5

7.6

8.7

9.3

7.4

4.7

9.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

39.9

39.5

40.9

43.0

43.3

42.0

8.5

8.9

7.5

7.4

6.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

②最寄りの駅等までの所要時間

問13 あなたは、電車やバスなど公共交通機関を利用するときに、最寄りの駅またはバス停まで、片道で
どのくらい時間がかかりますか。分単位で記入してください。

最寄りの駅またはバス停まで、片道でどのくらい時間がかかるかを聞いたところ、「10～29分」が43.0％と最

も多く、「10分未満」は39.9％等となっています。

経年比較では、「10分未満」が増えています。

図表 14 最寄りの駅等までの所要時間

経年比較

地域区分別

年齢別
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80.7

76.8

83.6

4.0

3.4

3.6

10.4

12.9

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

戸建（持ち家） 戸建（賃貸）

マンションなどの集合住宅（持ち家） マンションなどの集合住宅（賃貸）

その他 無回答

80.7

83.7

79.3

79.4 4.2

3.4

3.0

4.7

10.4

8.4

12.3

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

80.7

78.5

87.8 3.2

3.4

4.3

10.4

12.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

③現在の住まいの種類

問14 あなたの現在のお住まいの種類は、次のうちのどれにあてはまりますか。（あてはまるもの１つに○）

現在の住まいの種類としては、「戸建（持ち家）」が80.7%と多くなっています。

地域区分別では、都市地域以外は都市地域に比べて「戸建（持ち家）」の割合が多くなっています。

図表 15 現在の住まいの種類

経年比較

地域区分別

年齢別
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60.7

62.9

60.6

58.4

3.7

5.6

15.1

13.6

13.5

19.2

14.7

15.0

14.5

14.5

3.9

5.2

4.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

自宅で、在宅サービス（ホームヘルプやデイサービスなど）を利用しながら住み続けようと思う

子や孫、親類宅へ移り住むか、同居してもらおうと思う

介護保険施設（特別養護老人ホームなど）に入所しようと思う

介護保険施設までは考えていないが、有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅に入居しようと思う

その他

無回答

60.7

61.2

59.0

3.7

4.1

15.1

12.6

22.8

14.7

16.2

10.0

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

④介護サービスが付いている住宅・施設等への住み替え意向

問15 あなたは、将来、介護が必要になった場合に、現在のお住まいから介護サービスが付いている住
宅･施設等に住み替えたいと思いますか。（そう思うもの１つに○）

介護が必要になった場合の住み替え意向について聞いたところ、「自宅で、在宅サービス（ホームヘルプやデ

イサービスなど）を利用しながら住み続けようと思う」が60.7%と多くなっています。「介護保険施設（特別養

護老人ホームなど）に入所しようと思う」は15.1％、「介護保険施設までは考えていないが、有料老人ホーム

やサービス付き高齢者向け住宅に入居しようと思う」は14.7%等となっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ、「自宅で、在宅サービス（ホームヘルプやデイサービスなど）を利用しな

がら住み続けようと思う」が少なくなっています。

経年比較では、 「自宅で、在宅サービス（ホームヘルプやデイサービスなど）を利用しながら住み続けようと

思う」が増えています。

図表 16 介護サービスが付いている住宅・施設等への住み替え意向

地域区分別

年齢別
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60.7

52.1

3.7

3.5

15.1

17.7

14.7

19.0

3.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

自宅で、在宅サービス（ホームヘルプやデイサービスなど）を利用しながら住み続けようと思う
子や孫、親類宅へ移り住むか、同居してもらおうと思う
介護保険施設（特別養護老人ホームなど）に入所しようと思う
介護保険施設までは考えていないが、有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅に入居しようと思う
その他
無回答

経年比較
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今住んでいる場所や頼りになる人（子ども、
親せきなど）の家から近いこと

提供される介護サービスの内容や質がよいこと

利用料金や家賃などの費用負担が手頃であること

医療機関から近いこと

交通の便や生活の利便性がよいこと

利用したいサービス、質のよいサービスを
自由に選べること

緊急時の通報など、いざというときの見守り体制が
しっかりしていること

その他

無回答

33.4

55.6

78.4

10.1

11.3

31.5

16.7

0.6

1.3

31.6

55.5

78.5

9.8

10.8

32.4

17.3

0.4

1.3

39.1

56.0

78.3

11.2

12.6

28.7

14.9

1.2

1.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

⑤住み替えで重視すること

問16 もし、介護サービスが付いている住宅･施設等に住み替えを考えるとすれば、重視することは何で
しょうか（重視する項目３つ以内に○）

住み替えで重視することを聞いたところ、「利用料金や家賃などの費用負担が手頃であること」が78.4%と

最も多く、次いで、「提供される介護サービスの内容や質がよいこと」が55.6%、「今住んでいる場所や頼りに

なる人（子ども、親せきなど）の家から近いこと」が33.4%、「利用したいサービス、質のよいサービスを自由に

選べること」が31.5%等と続いています。

地域区分別では、都市地域以外で都市地域に比べて「今住んでいる場所や頼りになる人（子ども、親せ

きなど）の家から近いこと」の割合が多くなっています。

年齢別では、60歳以上で、「今住んでいる場所や頼りになる人（子ども、親せきなど）の家から近いこと」、

50～59歳で「利用したいサービス、質のよいサービスを自由に選べること」の割合が多くなっています。

図表 17 住み替えで重視すること（3つまで〇）

地域区分別
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今住んでいる場所や頼りになる人（子ども、
親せきなど）の家から近いこと

提供される介護サービスの内容や質がよいこと

利用料金や家賃などの費用負担が手頃であること

医療機関から近いこと

交通の便や生活の利便性がよいこと

利用したいサービス、質のよいサービスを
自由に選べること

緊急時の通報など、いざというときの見守り体制が
しっかりしていること

その他

無回答

33.4

55.6

78.4

10.1

11.3

31.5

16.7

0.6

1.3

29.7

56.8

79.9

10.4

11.5

30.7

13.2

1.0

1.4

31.2

54.4

79.6

7.9

9.9

36.2

17.8

0.2

0.7

41.3

56.1

74.8

13.3

13.0

25.2

19.2

0.8

2.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]
40～49歳[N=288]
50～59歳[N=339]
60歳以上[N=244]

年齢別



24

⑥介護が必要になった場合の在宅生活で必要なサービス

問17 将来、介護が必要になった場合に、住み替えずに現在の住宅で生活を続けていくとしたら、どんな
サービスが必要だと思いますか。（必要と思うものすべてに○）

介護が必要になった場合の在宅生活で必要なサービスを聞いたところ、「自宅で家事や介護の手助けをし

てくれるサービス」が75.1%と最も多く、次いで、「買い物や通院などの外出時の移動手段」が65.5%、「在宅

で受けられる医療サービス」が61.6％、「食事を配達するサービス」が60.8％、「手すりの取り付けや段差解

消などの住宅改修」が55.5％等と続いています。

図表 18 介護が必要になった場合の在宅生活で必要なサービス（複数回答）

地域区分別

自宅で家事や介護の手助けをしてくれるサービス

自宅で夜間も介護をしてくれるサービス

自宅でリハビリや医療チェックをしてくれるサービス

通いで介護やリハビリを受けるサービス

特別養護老人ホームなどに短期間宿泊するサービス

状況に応じて自宅・通い・泊まりを選べるサービス

歩行器・車いすなどの福祉用具の貸し出し

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修

在宅で受けられる医療サービス

認知症専門の診療

２４時間対応できる病院、診療所

気軽に通える介護予防のための体操教室や
茶話会、カフェ、会食等のサロン

食事を配達するサービス

地域住民の助け合いや見守り
（徘徊の発見、通報など）

介護する家族のための健康管理、
専門的な介護研修、相談窓口の設置

在宅で介護するための補助用品
（オムツ等）の支給

買い物や通院などの外出時の移動支援

財産管理や日常的な金銭管理などの支援

その他

無回答

75.1

35.8

39.6

31.4

18.8

54.2

45.8

55.5

61.6

21.6

54.9

30.3

60.8

25.4

26.3

44.7

65.5

12.3

1.3

1.8

74.8

35.4

39.6

32.6

16.8

52.7

44.9

53.9

62.2

20.6

54.2

31.3

61.1

24.8

25.6

44.5

64.6

11.7

1.2

1.8

76.0

36.9

39.7

28.0

25.1

58.8

48.3

60.3

60.0

24.8

57.1

27.1

60.0

27.5

28.3

45.1

68.5

14.0

1.3

1.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

自宅・通い・泊まりで

受ける介護サービス

家庭での介護環境を

整えるサービス

医療サービス

その他のサービス
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自宅で家事や介護の手助けをしてくれるサービス

自宅で夜間も介護をしてくれるサービス

自宅でリハビリや医療チェックをしてくれるサービス

通いで介護やリハビリを受けるサービス

特別養護老人ホームなどに短期間宿泊するサービス

状況に応じて自宅・通い・泊まりを選べるサービス

歩行器・車いすなどの福祉用具の貸し出し

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修

在宅で受けられる医療サービス

認知症専門の診療

２４時間対応できる病院、診療所

気軽に通える介護予防のための体操教室や
茶話会、カフェ、会食等のサロン

食事を配達するサービス

地域住民の助け合いや見守り
（徘徊の発見、通報など）

介護する家族のための健康管理、
専門的な介護研修、相談窓口の設置

在宅で介護するための補助用品
（オムツ等）の支給

買い物や通院などの外出時の移動支援

財産管理や日常的な金銭管理などの支援

その他

無回答

75.1

35.8

39.6

31.4

18.8

54.2

45.8

55.5

61.6

21.6

54.9

30.3

60.8

25.4

26.3

44.7

65.5

12.3

1.3

1.8

78.0

34.3

39.7

33.4

15.9

52.4

47.2

54.7

61.3

25.1

53.0

27.5

53.8

28.5

27.7

41.2

63.4

14.8

0.9

1.3

72.6

35.0

37.5

30.5

17.2

51.0

45.3

57.5

59.4

20.8

54.9

31.9

63.7

24.3

27.3

44.0

65.9

12.7

1.5

2.8

75.3

38.7

42.8

30.6

24.7

61.0

44.7

53.2

65.5

18.8

57.3

31.0

64.8

23.6

22.9

49.8

67.4

8.6

1.3

0.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

自宅・通い・泊まりで

受ける介護サービス

家庭での介護環境を

整えるサービス

医療サービス

その他のサービス

年齢別
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17.7

18.3

15.8

17.6

51.1

49.2

47.7

49.5

11.5

12.9

10.7

9.8

18.2

19.2

22.8

22.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

とても関心がある ある程度は関心がある それほど関心はない 今はわからない 無回答

17.7

17.8

14.8

22.1

51.1

54.1

49.8

49.7

11.5

11.9

11.2

11.6

18.2

14.7

22.5

15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

17.7

16.7

20.9

51.1

52.6

46.7

11.5

11.9

10.3

18.2

17.5

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問18 現在、わが国では、多くの人が病院で亡くなっていますが、近年、延命治療の是非や、住み慣れた
自宅での看取り・最期を迎えることなどについて、関心が高まっています。あなたは、こうしたことに
ついて、関心がありますか。（最も近いもの１つに○）

延命治療等への関心について聞いたところ、「ある程度は関心がある」が51.1%、「とても関心がある」が

17.7%で、合わせると7割近い人が関心を持っています。「それほど関心はない」は11.5%、「今はわからな

い」は18.2％となっています。

年齢別では、60歳以上で「とても関心がある」の割合が多くなっています。

図表 19 延命治療等への関心

（6）自宅での看取りの考え方など

①延命治療等への関心

経年比較

地域区分別

年齢別
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21.8

26.6

31.6

35.3

76.8

73.0

66.1

64.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

ある ない 無回答

21.8

15.8

21.4

29.5

76.8

82.6

77.0

69.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

21.8

20.3

26.5

76.8

78.5

71.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問19 あなたは、自宅（または親の自宅等）で、家族を看取った経験がありますか。（いずれか１つに○）

自宅で家族を看取った経験の有無について聞いたところ、「ない」が76.8%、「ある」が21.8%となっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「ある」の割合が多くなっています。

経年比較では、「ある」の割合が徐々に減っています。

図表 20 自宅で家族を看取った経験の有無

②自宅で家族を看取った経験の有無

経年比較

地域区分別

年齢別
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71.2

75.4

70.1

67.8

26.4

22.1

27.4

29.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

賛成である 反対である わからない 無回答

71.2

72.1

68.4

26.4

25.2

30.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問20 あなたは、自分で判断できなくなった場合に備えて、どのような治療を受けたいか、あるいは受けた
くないかなどを記載した書面をあらかじめ作成しておくこと（リビング・ウィル）について、どう思います
か。（最も近いもの１つに○）

リビング・ウィルに対する意見については、「賛成である」が71.2%、「わからない」が26.4%となっています。

年齢別では、年齢が下がるにつれ「賛成である」の割合が多くなっています。

図表 21 リビング・ウィルに対する意見

③リビング・ウィルに対する意見

地域区分別

年齢別
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75.7

79.7

77.1

78.0

22.3

18.5

18.6

19.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

望む 望まない 今はわからない 無回答

75.7

70.4

75.0

83.2

22.3

27.6

23.0

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

75.7

74.9

78.3

22.3

23.2

19.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問21 もしも、適切な医療を受けたにも関わらず治る見込みがなく、死期が迫っている状態になった場合
に、あなた自身は、延命治療を望みますか。（最も近いもの１つに○）

延命治療の希望については、「望まない」が75.7%、「今はわからない」が22.3%となっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「望まない」の割合が多くなっています。

図表 22 延命治療の希望

④延命治療の希望

経年比較

地域区分別

年齢別
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5.4

7.1

6.7

5.8

8.8

7.1

9.2

11.5

34.8

38.0

37.7

44.0

3.4

3.2

12.9

15.2

12.3

9.6

31.0

28.9

29.7

25.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

病院で最後までできるだけ治療を受けたい
設備の整った介護保険施設などで過ごしたい
住み慣れた自宅で過ごしたい
有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、ケアハウスなどで過ごしたい
どこでもよい
今はわからない
その他
無回答

5.4

5.2

5.4

5.7

8.8

8.0

9.3

8.9

34.8

42.3

28.4

35.9

3.4

3.5

3.2

3.7

12.9

10.1

14.9

13.1

31.0

25.9

36.1

29.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

5.4

4.7

7.4

8.8

8.6

9.4

34.8

35.1

33.8

3.4

3.9

12.9

13.7

10.3

31.0

30.8

31.8 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問22 もしも、適切な医療を受けたにも関わらず治る見込みがなく、死期が迫っている状態になった場合
に、あなた自身は、最期をどこで迎えたいと思われますか。（最も近いもの１つに○）

自分が最期を過ごしたい場所について聞いたところ、「住み慣れた自宅で過ごしたい」が34.8%、「今はわか

らない」が31.0%、「どこでもよい」が12.9%等となっています。

年齢別では、40～49歳で、「住み慣れた自宅で過ごしたい」の割合が多くなっています。

経年比較では、「住み慣れた自宅で過ごしたい」の割合が徐々に減っています。

図表 23 最期を過ごしたい場所

⑤最期を過ごしたい場所

経年比較

地域区分別

年齢別

※令和4年度調査より、選択肢「その他」を追加
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4.4

4.5

4.5

5.6

26.8

30.5

30.5

30.6

11.9

10.6

10.7

10.4

17.8

17.3

16.0

19.8

6.7

6.4

6.9

4.8

15.1

13.5

13.6

12.1

14.0

16.3

14.2

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

病院で、延命治療であったとしても、できる限りの治療を受けさせたい

延命治療は望まないが、病院でできる限りの治療を受けさせたい
延命治療は望まないが、設備の整った介護保険施設などで過ごさせたい

延命治療はせず、本人の自宅等住み慣れた場所で過ごさせたい
すでに本人から意思を聞いており、それに沿って対応したい

今はわからない
すでに親は亡くなっている

その他
無回答

4.4

4.3

4.6

4.0

26.8

30.3

23.7

27.2

11.9

9.4

11.3

15.7

17.8

20.2

18.7

13.5

6.7

7.1

8.1

4.1

15.1

18.1

15.9

10.3

14.0

6.6

13.5

23.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

4.4

4.7

3.3

26.8

26.8

26.6

11.9

11.4

13.4

17.8

17.2

19.6

6.7

6.7

6.7

15.1

16.0

12.3

14.0

14.2

13.6 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問23 もしも、あなたの親に死期が迫っており、本人の意思確認が難しい状態になったとしたら、あなたは
どのように看取りたいと思いますか。（最も近いもの１つに○）

親の看取りに関する希望を聞いたところ、「延命治療は望まないが、病院でできる限りの治療を受けさせた

い」が26.8%と最も多く、「延命治療はせず、本人の自宅等住み慣れた場所で過ごさせたい」が17.8%で続

いています。「すでに本人から意思を聞いており、それに沿って対応したい」は6.7％となっています。

年齢別では、40～49歳では「延命治療は望まないが、病院でできる限りの治療を受けさせたい」の割合が

多くなっています。

図表 24 親の看取りの希望

⑥親の看取りの希望

経年比較

地域区分別

年齢別
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4.7

21.3

27.3

30.8

25.4

16.0

18.3

4.5

15.3

55.2

40.5

49.6

44.1

4.9

10.6

5.7

5.1

4.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度[N=58]

令和元年度[N=58]

平成28年度[N=63]

平成25年度[N=59]

病院で、延命治療であったとしても、できる限りの治療を受けたい

延命治療は受けたくないが、病院でできる限りの治療を受けたい

延命治療は受けたくないが、設備の整った介護保険施設などへ入所したい

延命治療は受けたくないし、最期は住み慣れた自宅等で過ごしたい

その他

無回答

7.1

21.3

23.6

26.8

16.0

12.0

24.0

55.2

57.5

44.0

84.8

4.9

6.9

5.2

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=58]

40～49歳[N=18]

50～59歳[N=32]

60歳以上[N=8]

21.3

20.6

23.6

16.0

15.0

19.2

55.2

56.8

50.3

4.9

6.0

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=58]

都市地域[N=27]

都市地域以外[N=31]

問24 前の問で「５．すでに本人から意思を聞いており、それに沿って対応したい」と答えた方におたずねし
ます。それはどのような意思ですか。（最も近いもの１つに○）

看取りについて、親から意思を聞いていると回答した人に、その内容について聞いたところ、「延命治療は受

けたくないし、最期は住み慣れた自宅等で過ごしたい」が55.2%、「延命治療は受けたくないが、病院でできる

限りの治療を受けたい」が21.3%等となっています。

経年比較では、「延命治療は受けたくないし、最期は住み慣れた自宅等で過ごしたい」の割合が増えていま

す。

図表 25 終末期に関する親の意思

⑦終末期に関する親の意思

経年比較

地域区分別

年齢別
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30.2

32.5

28.6

69.2

66.9

67.3 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

いる いない 無回答

30.2

18.1

33.1

40.0

69.2

81.9

65.8

59.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

30.2

30.5

29.1

69.2

69.0

69.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問25 あなたのご家族（別居の場合を含みます）で、介護が必要な方（要支援･要介護の認定を受けてい
る方）はおられますか。（いずれか１つに○）

介護が必要な家族の有無については、「いない」が69.2%、「いる」が30.2%となっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「いる」の割合が多くなっています。

経年比較では、大きな違いは見受けられません。

図表 26 介護が必要な家族の有無

（7）家族介護の状況などについて

①介護が必要な家族の有無

経年比較

地域区分別

年齢別
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23.4

25.8

28.0

26.3

25.1

25.0

48.9

46.6

44.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=254]

令和元年度[N=277]

平成28年度[N=286]

主に自分が介護している

他の家族が介護しているのを手伝っている

それほど介護には関わっていない

無回答

23.4

7.2

20.4

35.9

26.3

29.8

26.2

24.4

48.9

63.0

52.7

36.6 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=254]

40～49歳[N=58]

50～59歳[N=103]

60歳以上[N=93]

23.4

19.5

36.0

26.3

27.1

23.6

48.9

52.6

36.9 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=254]

都市地域[N=115]

都市地域以外[N=139]

問26 前の問で「１．いる」と答えた方におたずねします。
（1）あなた自身は、その方の介護にどのように関わっていますか。（あてはまるもの１つに○）

介護が必要な家族のいる人に、家族介護への関わりについて聞いたところ、「それほど介護には関わっていな

い」が48.9%と最も多くなっています。「主に自分が介護している」は23.4%、「他の家族が介護しているのを

手伝っている」は26.3%となっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「主に自分が介護している」の割合が多くなっています。

図表 27 家族介護への関わり

②家族介護への関わり

経年比較

地域区分別

年齢別
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自分が仕事を辞めた／転職した

自分以外の家族で、仕事を辞めた／
転職した者がいる

いない

無回答

4.9

9.0

84.6

1.5

0.9

20.0

79.1

0.0

2.4

9.6

87.7

0.4

10.4

2.3

83.6

3.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=254]
40～49歳[N=58]
50～59歳[N=103]
60歳以上[N=93]

自分が仕事を辞めた／転職した

自分以外の家族で、仕事を辞めた／
転職した者がいる

いない

無回答

4.9

9.0

84.6

1.5

4.3

9.9

84.3

1.5

7.0

5.9

85.5

1.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=254]

都市地域[N=115]

都市地域以外[N=139]

問26 前の問で「１．いる」と答えた方におたずねします。
（2）ご家族の中で、その方の介護のために仕事を辞めたり転職された方はいますか。（あてはまるものすべ
てに○）

介護が必要な家族のいる人に、家族の中で介護辞職等をした人がいるかどうかを聞いたところ、「自分が仕

事を辞めた／転職した」は4.9％、「自分以外の家族で、仕事を辞めた／転職した者がいる」は9.0％となって

います。

年齢別では、60歳以上で、「自分が仕事を辞めた/転職した」の割合が多くなっています。

図表 28 介護辞職等の状況（複数回答）

③介護辞職等の状況

地域区分別

年齢別
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介護の方法、認知症への対応方法などが
わからない

本人の希望に沿った介護ができているかわからない

身体的な負担が大きい

精神的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

本人にやさしく接することができない、
ついつらくあたってしまうことがある

介護を手伝ってくれる人がいない

もっと介護サービスを活用したいが、
本人が利用したがらない

もっと介護サービスを活用したいが、
利用したいサービスが少ない

施設入所を希望しているが、待機者が多くて
利用できない

介護に時間をとられ、他の生活に支障がある

相談先がない

特にない

その他

無回答

17.0

22.5

32.3

48.9

29.7

18.9

7.1

19.6

7.6

5.3

10.4

6.4

13.7

5.8

3.5

16.4

25.1

33.2

47.9

31.9

17.7

7.4

19.5

8.8

5.5

12.0

7.7

11.7

6.5

4.5

19.2

14.2

29.3

52.3

22.4

22.7

6.3

20.1

4.0

4.6

5.4

2.2

20.4

3.4

0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=254]

都市地域[N=115]

都市地域以外[N=139]

問26 前の問で「１．いる」と答えた方におたずねします。
（3）介護で困っていること、感じることなどがありましたらお答えください。（あてはまるものすべてに○）

介護が必要な家族のいる人に、介護で困っていることなどについて聞いたところ、「精神的な負担が大きい」

が48.9%と最も多く、次いで、「身体的な負担が大きい」が32.3%、「経済的な負担が大きい」29.7％等と

なっています。

地域区分別では、都市地域で都市地域以外に比べて「本人の希望に沿った介護ができているかわからな

い」「経済的な負担が大きい」の割合が多くなっています。

年齢別では、50～59歳で「経済的な負担が大きい」「もっと介護サービスを活用したいが、本人が利用した

がらない」の割合が多くなっています。

図表 29 介護で困っていることなど（複数回答）

④介護で困っていることなど

地域区分別
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介護の方法、認知症への対応方法などが
わからない

本人の希望に沿った介護ができているかわからない

身体的な負担が大きい

精神的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

本人にやさしく接することができない、
ついつらくあたってしまうことがある

介護を手伝ってくれる人がいない

もっと介護サービスを活用したいが、
本人が利用したがらない

もっと介護サービスを活用したいが、
利用したいサービスが少ない

施設入所を希望しているが、待機者が多くて
利用できない

介護に時間をとられ、他の生活に支障がある

相談先がない

特にない

その他

無回答

17.0

22.5

32.3

48.9

29.7

18.9

7.1

19.6

7.6

5.3

10.4

6.4

13.7

5.8

3.5

8.8

17.0

35.2

49.9

26.1

19.5

0.9

13.3

15.9

6.9

7.2

0.8

11.7

0.0

5.9

20.0

21.5

29.7

45.9

38.0

12.6

5.6

25.9

5.8

5.7

9.9

9.2

15.5

6.7

5.3

17.6

26.8

33.9

52.3

21.0

26.5

12.6

15.0

5.6

3.8

12.8

5.8

12.6

7.6

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=254]

40～49歳[N=58]

50～59歳[N=103]

60歳以上[N=93]

年齢別
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13.6

11.4

12.1

38.9

38.5

29.2

45.2

46.8

50.6

3.3

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

ある 現在はないが、リタイア後の参加には興味がある ない 無回答

13.6

7.3

13.4

21.4

38.9

56.1

35.5

23.5

45.2

36.5

48.1

51.0 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

13.6

13.9

12.7

38.9

39.3

37.7

45.2

44.4

47.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問27 あなたは、地域で、高齢者の生活を支援するための事業が運営されることになった場合、そのよう
な事業への参加に興味はありますか。（あてはまるもの１つに○）

高齢者の生活支援事業に参加することについて興味があるかどうかを聞いたところ、「ない」が45.2%、「現

在はないが、リタイア後の参加には興味がある」が38.9%、「ある」が13.6%となっています。

年齢別では、40～49歳の半数以上が「現在はないが、リタイア後の参加には興味がある」となっている一方、

年齢が上がるにつれ「ある」「ない」の割合が多くなっています。

経年比較では、「ない」の割合が徐々に減ってきています。

図表 30 高齢者の生活支援事業参加への興味

（8）高齢者の生活支援のための事業への参加について

①高齢者の生活支援事業参加への興味

経年比較

地域区分別

年齢別
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34.9

35.4

43.2

54.7

57.2

47.3

6.2

6.2

5.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=459]

令和元年度[N=456]

平成28年度[N=444]

ボランティアとして、自分の時間に合う範囲でできることをしたい

給与等を伴う仕事になるのならば関わってみたい（短時間のパート・アルバイト含む）

事業の立ち上げや運営などにも関わってみたい

その他

無回答

34.9

27.4

35.6

46.2

54.7

64.9

52.2

41.9

6.2

5.7

6.2

6.9

3.7

5.3

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=459]

40～49歳[N=169]

50～59歳[N=175]

60歳以上[N=115]

34.9

33.8

38.6

54.7

55.2

53.2

6.2

6.5

5.2

3.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=459]

都市地域[N=215]

都市地域以外[N=244]

問28 前の問で「１．ある」「２．現在はないが、リタイア後の参加には興味がある」と答えた方におたずねし
ます。参加する際には、どのような参加の仕方を希望しますか。（あてはまるもの１つに○）

高齢者支援事業への参加に興味があると回答した人に、その参加の仕方の希望を聞いたところ、「給与等

を伴う仕事になるのならば関わってみたい（短時間のパート・アルバイト含む）」が54.7%、「ボランティアとして、

自分の時間に合う範囲でできることをしたい」が34.9%となっています。

地域区分別では、都市地域で「給与等を伴う仕事になるのならば関わってみたい（短時間のパート・アルバ

イト含む）」 、都市地域以外は「ボランティアとして、自分の時間に合う範囲でできることをしたい」の割合がそ

れぞれ多くなっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「ボランティアとして、自分の時間に合う範囲でできることをしたい」の割合が

多くなっています。

経年比較では、大きな違いは見受けられません。

図表 31 高齢者支援事業への参加の仕方の希望

②高齢者支援事業への参加の仕方の希望

経年比較

地域区分別

年齢別
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サービスを受けるための手続き

受けられるサービスの内容

気軽に相談できる窓口

保険料、利用料や算出の仕組み

介護事業所の評判

特にない

その他

無回答

39.4

55.5

45.4

40.8

32.4

19.4

0.7

1.5

40.2

56.4

45.2

42.0

34.1

19.3

0.8

1.4

36.9

52.6

45.8

37.2

27.2

19.5

0.4

2.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

①介護保険制度やサービスについて知りたいこと

問29 介護保険制度やサービスについて、くわしく知りたいことはありますか。（あてはまるものすべてに○）

介護保険制度やサービスについて、くわしく知りたいことを聞いたところ、「受けられるサービスの内容」が

55.5％と最も多く、次いで、「気軽に相談できる窓口」が45.4％、「保険料、利用料や算出の仕組み」 が

40.8％等と続いています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「保険料、利用料や算出の仕組み」の割合が少なくなっています。

図表 32 介護保険制度やサービスについて知りたいこと（複数回答）

（9）介護保険制度等について

地域区分別
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サービスを受けるための手続き

受けられるサービスの内容

気軽に相談できる窓口

保険料、利用料や算出の仕組み

介護事業所の評判

特にない

その他

無回答

39.4

55.5

45.4

40.8

32.4

19.4

0.7

1.5

37.8

57.8

37.9

45.2

31.0

21.3

0.5

0.7

42.0

53.5

50.2

41.6

36.2

18.9

1.2

1.7

37.4

55.7

46.8

34.4

28.2

17.7

0.3

2.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]
40～49歳[N=288]
50～59歳[N=339]
60歳以上[N=244]

年齢別
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10.1

8.9

11.0

10.2

37.8

42.7

34.5

37.3

30.6

30.8

32.7

27.2

6.4

6.1

11.9

12.6

14.0

12.9

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

今の介護保険のサービスは不十分なので、もっと介護保険料を上げてもよいからサービスを充実するべき
さらに高齢化が進むのだから、現状のサービスを維持するために、多少介護保険料が上がっても仕方がない
さらに高齢化が進んでも、介護保険料は現状程度とするべきなので、多少サービスの利用が制限されても仕方がない
サービスの内容がもっと低下したり制限されてもよいので、もう少し介護保険料を安くするべき
その他
無回答

10.1

11.7

5.4

37.8

36.3

42.6

30.6

30.2

31.7

6.4

6.8

5.1

12.6

13.0

11.5 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問30 今後、さらに高齢化が進み、介護保険制度を支えるための負担が増えていくことが予想されます。
あなたは、介護保険のサービスと介護保険料の負担について、どのように考えますか。（あてはまる
もの１つに○）

介護保険のサービスと保険料の負担について、考え方を聞いたところ、「さらに高齢化が進むのだから、現状

のサービスを維持するために、多少介護保険料が上がっても仕方がない」が37.8%と最も多く、次いで、「さら

に高齢化が進んでも、介護保険料は現状程度とするべきなので、多少サービスが制限されても仕方がない」が

30.6%等と多くなっています。

地域区分別では、都市地域は都市地域以外に比べて「今の介護保険のサービスは不十分なので、もっと

介護保険料を上げてもよいからサービスを充実するべき」の割合が多くなっています。

図表 33 介護保険のサービスと介護保険料の負担についての考え方

②介護保険のサービスと介護保険料の負担についての考え方

地域区分別

年齢別
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26.9

22.3

18.8

17.9

45.7

51.0

46.1

48.7

25.8

23.8

22.8

30.8

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

平成25年度[N=1225]

内容を知っている 名前は聞いたことがあるが内容は知らない 名前も聞いたことがない 無回答

26.9

29.4

24.1

28.3

45.7

38.3

48.5

50.2

25.8

31.7

25.7

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

26.9

27.6

24.7

45.7

44.1

50.6

25.8

26.7

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問31 あなたは、判断能力が十分でない高齢者等を対象にした「福祉サービス利用援助」や「成年後見
制度」があることを知っていますか。（あてはまるもの１つに○）

「福祉サービス利用援助」や「成年後見制度」について知っているかどうかを聞いたところ、「内容を知ってい

る」は26.9%、「名前は聞いたことがあるが内容は知らない」は45.7%で、合わせると7割以上の人が名前は

認知しています。「名前も聞いたことがない」は25.8%となっています。

経年比較では、徐々に「内容を知っている」の割合が増えています。

図表 34 「福祉サービス利用援助」や「成年後見制度」の認知状況

③「福祉サービス利用援助」や「成年後見制度」の認知状況

経年比較

地域区分別

年齢別
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認知症で介護を受けている同居の家族がいる

認知症で介護を受けている別居の家族がいる

認知症で介護を受けている親せきや
友人・知人がいる

近所付き合いのある先に、
認知症で介護を受けている人がいる

認知症徘徊者の保護や捜索への参加などの
経験がある

仕事などの関係で認知症の人と接したことがある

特にいない

その他

無回答

4.3

9.0

9.5

5.3

5.4

25.7

47.0

5.2

1.5

3.7

8.2

8.6

4.7

5.1

26.2

48.5

5.6

1.6

6.1

11.6

12.3

7.0

6.5

24.4

42.4

4.0

1.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問32 高齢化が進む中で、認知症になる高齢者も増えており、今後も認知症高齢者はさらに増加していく
ことが予想されます。あなたの身の回りで、認知症の高齢者とどのような関わりがありますか。（あて
はまるものすべてに○）

認知症の人との関わりの有無を聞いたところ、「特にいない」が47.0%となっています。関わりのある人では、

「仕事などの関係で認知症の人と接したことがある」が25.7％と最も高く、「認知症で介護を受けている親せき

や友人・知人がいる」が9.5％、「認知症で介護を受けている別居の家族がいる」が9.0%等となっています。

年齢別では、年齢が下がるにつれ「特にいない」の割合が多くなっています。

図表 35 認知症の人との関わり（複数回答）

（10）認知症について

①認知症の人との関わり

地域区分別
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認知症で介護を受けている同居の家族がいる

認知症で介護を受けている別居の家族がいる

認知症で介護を受けている親せきや
友人・知人がいる

近所付き合いのある先に、
認知症で介護を受けている人がいる

認知症徘徊者の保護や捜索への参加などの
経験がある

仕事などの関係で認知症の人と接したことがある

特にいない

その他

無回答

4.3

9.0

9.5

5.3

5.4

25.7

47.0

5.2

1.5

2.0

7.2

9.2

4.2

3.8

26.7

53.0

4.9

0.0

2.9

9.9

9.7

6.6

6.6

26.1

46.2

4.3

1.0

9.0

9.9

9.7

4.4

5.6

24.1

41.1

7.1

3.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]
40～49歳[N=288]
50～59歳[N=339]
60歳以上[N=244]

年齢別
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認知症についての住民の理解促進や
啓発活動の充実

認知症の人が参加できる地域のサロン活動や
地域の見守り体制の充実

外出支援など認知症の人の困りごとに対する
地域でのサポート体制の充実

認知症に詳しいケア人材の育成

専門家による相談や情報提供体制の充実

認知症の早期診断のしくみづくりや
医療体制の充実

家族介護者向けの交流会や相談窓口の充実

財産管理や財産を守る（悪徳商法被害の
防止等）ための支援の充実

認知症の人が入所・入居できる
専門施設等の充実

その他

無回答

30.4

30.4

44.8

39.1

33.6

52.0

33.7

23.2

64.7

1.4

2.4

31.3

30.9

46.4

39.1

32.9

51.3

32.7

22.1

63.0

1.3

2.7

27.6

28.8

39.9

39.3

35.5

54.1

36.7

26.4

69.7

1.9

1.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]
都市地域[N=394]
都市地域以外[N=477]

問33 認知症の高齢者や家族介護者などに、どのような支援が必要だと思いますか。（あてはまるものす
べてに○）

認知症の高齢者や家族介護者などに必要な支援について聞いたところ、「認知症の人が入所・入居できる

専門施設等の充実」が64.7%と最も多く、次いで、「認知症の早期診断のしくみづくりや医療体制の充実」が

52.0%、「外出支援など認知症の人の困りごとに対する地域でのサポート体制の充実」が44.8％、「認知症

に詳しいケア人材の育成」が39.1％、「家族介護者向けの交流会や相談窓口の充実」が33.7％等と続いて

います。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「認知症に詳しいケア人材の育成」「認知症の早期診断のしくみづくりや

医療体制の充実」の割合が多くなっています。

図表 36 認知症の高齢者や家族介護者などに必要な支援（複数回答）

②認知症の高齢者や家族介護者などに必要な支援

地域区分別
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認知症についての住民の理解促進や
啓発活動の充実

認知症の人が参加できる地域のサロン活動や
地域の見守り体制の充実

外出支援など認知症の人の困りごとに対する
地域でのサポート体制の充実

認知症に詳しいケア人材の育成

専門家による相談や情報提供体制の充実

認知症の早期診断のしくみづくりや
医療体制の充実

家族介護者向けの交流会や相談窓口の充実

財産管理や財産を守る（悪徳商法被害の
防止等）ための支援の充実

認知症の人が入所・入居できる
専門施設等の充実

その他

無回答

30.4

30.4

44.8

39.1

33.6

52.0

33.7

23.2

64.7

1.4

2.4

32.0

32.3

48.4

36.0

32.4

49.1

35.5

25.6

67.9

1.2

0.4

30.6

30.8

44.5

38.2

35.8

52.5

33.5

23.0

61.5

1.9

3.0

28.2

27.5

41.1

44.4

31.5

54.5

31.8

20.5

65.6

1.0

3.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=871]
40～49歳[N=288]
50～59歳[N=339]
60歳以上[N=244]

年齢別
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92.0

88.7

80.2

6.6

9.1

10.3 9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度[N=871]

令和元年度[N=904]

平成28年度[N=983]

知っている 知らない 無回答

92.0

90.7

93.9

90.7

6.6

8.2

5.4

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

40～49歳[N=288]

50～59歳[N=339]

60歳以上[N=244]

92.0

91.3

94.1

6.6

7.1

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[N=871]

都市地域[N=394]

都市地域以外[N=477]

問34 若年性認知症についてお聞きします。あなたは、「若年性認知症」（65歳未満で発症した認知症の
こと）という言葉をご存知でしたか。（いずれか１つに○）

若年性認知症について知っているかどうかを聞いたところ、「知っている」が92.0%、「知らない」が6.6%と

なっています。

経年比較でみると、徐々に「知っている」の割合が増えています。

図表 37 若年性認知症の認知状況

③若年性認知症の認知状況

経年比較

地域区分別

年齢別
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同居の家族

別居の家族

親せきや友人・知人

近所付き合いのある先

職場の同僚など（退職者も含む）

仕事などの関係で接したことがある人

自分自身、診断を受けたことがある

特にいない

無回答

0.1

0.5

2.4

0.9

1.1

7.9

0.1

87.5

0.3

0.0

0.6

2.4

0.6

1.3

7.7

0.2

87.8

0.4

0.3

0.0

2.5

1.8

0.4

8.4

0.0

86.8

0.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=809]
都市地域[N=363]
都市地域以外[N=446]

問35 前の問で「１．知っている」と答えた方におたずねします。
（1）あなたの身の回りで、若年性認知症で介護を受けている人はいますか。（あてはまるものすべ
てに○）

若年性認知症を知っている人に、若年性認知症の人との関わりについて聞いたところ、「特にいない」が

87.5%と多くなっています。関わりのある人では、「仕事などの関係で接したことがある」が7.9%等となっていま

す。

図表 38 若年性認知症の人との関わり（複数回答）

④若年性認知症の人との関わり

地域区分別
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同居の家族

別居の家族

親せきや友人・知人

近所付き合いのある先

職場の同僚など（退職者も含む）

仕事などの関係で接したことがある人

自分自身、診断を受けたことがある

特にいない

無回答

0.1

0.5

2.4

0.9

1.1

7.9

0.1

87.5

0.3

0.3

0.4

1.0

1.2

1.6

8.1

0.0

88.6

0.0

0.0

0.3

2.8

0.8

1.1

8.6

0.3

86.2

0.5

0.0

0.8

3.3

0.9

0.3

6.5

0.0

88.5

0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=809]
40～49歳[N=267]
50～59歳[N=322]
60歳以上[N=220]

年齢別
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若年性認知症の人や家族などが気軽に集い、
交流できる場所づくり

若年性認知症に特化するなど利用しやすい
介護サービス等の充実

若年性認知症の各種支援、相談窓口などに
関する情報提供体制の充実

若年性認知症の早期診断や相談などを
行うことのできる医療機関の充実

若年性認知症の人が仕事を続けることができる
ための支援の充実（時短勤務や在宅勤務等の

促進、症状に合わせた就労支援等）

若年性認知症の人に対する経済的支援の充実

その他

無回答

38.4

57.9

53.0

59.5

63.5

59.3

1.4

1.1

37.8

57.3

53.4

59.5

63.7

58.5

1.5

0.9

40.3

59.8

51.6

59.4

62.9

62.0

1.3

1.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=809]

都市地域[N=363]

都市地域以外[N=446]

問35 前の問で「１．知っている」と答えた方におたずねします。
（2）若年性認知症は、現役世代で認知症を発症するため、本人の仕事に支障が生じて経済的に困難
な状況になる、家族への影響が大きい、高齢者でない人に適したサービスが少ないなど、高齢者の
認知症とは異なるいろいろな問題があります。あなたは、若年性認知症の人に、どのような支援が
必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○）

若年性認知症への支援について必要と思うことを聞いたところ、「若年性認知症の人が仕事を続けることが

できるための支援の充実（時短勤務や在宅勤務等の促進、症状に合わせた就労支援等）」が63.5％と最

も多く、「若年性認知症の早期診断や相談などを行うことのできる医療機関の充実」が59.5%、「若年性認

知症の人に対する経済的支援の充実」が59.3%、「若年性認知症に特化するなど利用しやすい介護サービ

ス等の充実」が57.9％等と続いています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「若年性認知症に特化するなど利用しやすい介護サービス等の充実」

「若年性認知症の各種支援、相談窓口などに関する情報提供体制の充実」等の割合が多くなっています。

図表 39 若年性認知症への支援（複数回答）

⑤若年性認知症への支援

地域区分別
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若年性認知症の人や家族などが気軽に集い、
交流できる場所づくり

若年性認知症に特化するなど利用しやすい
介護サービス等の充実

若年性認知症の各種支援、相談窓口などに
関する情報提供体制の充実

若年性認知症の早期診断や相談などを
行うことのできる医療機関の充実

若年性認知症の人が仕事を続けることができる
ための支援の充実（時短勤務や在宅勤務等の

促進、症状に合わせた就労支援等）

若年性認知症の人に対する経済的支援の充実

その他

無回答

38.4

57.9

53.0

59.5

63.5

59.3

1.4

1.1

35.9

54.1

47.9

61.5

66.7

61.9

1.8

0.4

38.7

57.5

53.7

55.7

64.5

55.7

0.9

1.3

40.8

63.1

57.8

63.1

58.0

62.2

2.0

1.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全体[N=809]
40～49歳[N=267]
50～59歳[N=322]
60歳以上[N=220]

年齢別
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（意見件数）

介護保険料について

介護保険の制度等について

サービスの内容等について

介護の施設について

医療について

看取り等について

地域のことについて

介護の不安等について

その他

5

16

31

7

0

3

4

13

39

0件 20件 40件 60件

（11）自由意見

自由意見は、118件の記入がありました。意見内容の内訳は次のようになっています。サービスの内容や介

護保険の制度等についての意見が多くなっています。

【主な意見】

（介護保険料について）

• 介護保険料は所得の高い人ほど負担を大きくするのが良いと思います。低所得の人ほど負担を軽くすべきです。

• 働く場がもっとあっても良いのでは。介護保険料がこんなに高いと生活が苦しくなる。介護保険料を引き下げるよ

う取り組んでいただきたい。現在働いている者にはあまり先のことが見えない。だから働いている。生活費の心配

があるのに介護のことまで心配が増える。死ぬまで心配がつきまとう日本はどうなっているの。

• 少子高齢化にも関わらず、高齢者の支援には増々お金が必要となってきています。介護保険料を上げるのにも

限界がある以上、福祉に関連するところ以外でいかに無駄な税金を使っているか見直す必要があると思います。

（介護保険の制度等について）

• 福祉施設で働いています。思うことはやはり介護度５の寝たきりの方はもちろんですが、それ以上に認知症の方

に対する介護の難しさです。それにもかかわらず、要介護１、２だからといって今、支援を止めようという方向性へ

向かっているのは大きな間違いだと思います。確かに自分で食事をしたり、トイレへ行けるかもしれませんが、行動

自体目を離せない方ということ、もっともっと声を大にして言いたいと思います。

• 介護職員が働きやすいように給料の底上げや職業の価値そのものをもっと見直して、永久に不可欠な仕事であ

ることを皆が理解して大事にしてその思いを介護職員に形あるものとして還元していただきたいと思います。

• 認知症であっても身体に問題がなければ介護認定がなかなかおりにくいように思います。本人の暴言、暴力、被

害妄想等は家族の負担が大きいため、認定を受ける場合、それらを十分に考慮していただけたらと思います。

• 無駄に税金を使ってサービスをするのではなく、ケースバイケースで上手に支援してほしい。同居していないといろ

いろなサービスが受けることができるようで、同居しないで近所に子供が住んでいるような人は特に得をしているよ

うに思います。一緒に生活しているとあまりサービスが受けられないので、不公平に思います。

問36 高齢者の生活支援（見守り、外出支援、買い物・調理・掃除などの家事支援など）、介護保険制度
（介護保険料、要介護認定、介護保険サービスの内容など）、保健福祉サービス（介護予防教室、
家族介護者教室など）などについて、ご意見がございましたら、自由にご記入ください。

図表 40 自由意見の意見内容の内訳
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（サービスの内容等について）

• 高齢者の車の免許証返納が進んできていますが、そのことで、同居の家族の負担がかなり大きくなっています。

高齢者の外出支援は早急に対策をとってほしいです。

• 今後さらに高齢化が進む中で、要介護認定を受けるほどでもない人でも買い物や病院への通院などで気軽に

送迎などを頼める生活支援サービスの充実が必要なのではと思います。

• 要介護の状態にもよると思いますが、自宅で受けられる生活支援等がもっと充実すれば、介護が必要な場合も

可能な限り自宅で過ごしたい人も多いと思います。

• 高齢者になっても、元気で暮らせていけるよう、生きがい、楽しみなどを見いだせる場所、集いが身近にある生活

環境が必要だと思います。生活支援ももちろん必要ですが、まずは、できるだけ自分のことを自分でできるよう、

すべて与えるのではなく、あくまでもお手伝い!そういったところからサポートしてもらいたいです。

• 介護サービスを受けるのに窓口（入口）が分かりにくかったです。在宅介護中「ムカーッ」とすることもありました。

やはり、介護している方へのケアも大切だと思います。

• 生活支援や介護や福祉サービスは、自分の身のまわりに起きないと分からないことが多いと思うので、もっと分か

りやすく情報を行き届かせることや相談しやすさが大切だと思います。

• 年金生活になった時に、たくさんのお金がかかるサービスは受けられないと思うので、今から心配です。

• 私たちの将来、子供、孫の将来を思うと、不安になります。税金のムダ使いを少しでもなくし、生活が普通にでき

るようにしていただきたいです。

• 要介護１，２はサービスの対象から外れる、とニュースで聞いた。要介護１，２は必ず誰かの手助けが必要な

状況なのにこれはひどい。要介護３からしか老人ホームに入れないというし、自宅でいても、「１，２」なら自費

になるし、高齢者はいったいどうすればよいのだろうか。

• 現在の少子高齢化が進んている状態の中で、老いてからの生活で不安を感じることしかないと正直なところ感じ

ている。自分たちの世代が収めた税金や年金が自分たちの必要となる時に有効に適正に支給されないのでは?

と感じている。今以上に自分の老後を明るい未来であると思える状況に国として考えていただきたい。

（介護の不安等について）

• 自宅で看取りを進めているようですが、現状、自宅ではなかなか死ねない状態と思う。

（介護の施設について）

• 未使用公共施設の高齢者福祉施設への利用を促進するための補助制度等の充実。

• 家族で在宅介護していますが、目を離せない状態で悩まされております。老人ホーム待機減少してほしいです。

• 要介護３の父を介護しています。施設への入所を希望していますが、目途がたたず介護で疲労困憊です。介

護休暇をとっていますが、非正規のため給料が減ると生活も苦しいです。制度があって希望しても利用できない

なら個人で頑張るしかないのでしょうか。住宅の改修やベッド等のレンタルに関しては、公平に利用できると思いま

すが、入所に関しては公平性に欠けると感じます。数が足りないので仕方がないのでしょうが、年金だけでは介護

はできないという広報もしてほしいです。

（看取り等について）

（地域のことについて）

• ヘルパーに頼れる時代ではもうなくなってきているので、ヘルパーの賃金を上げて増員すると同時に、地域の人同

士の互助の体制を作ることが必要かと思う。

• 一人暮らしの高齢者が近所でも多いので、見守り隊や地域コミュニティも大切だと思います。もっと安価で気軽に

「何でもします!」といった方が近所に居ればいいなと思います。
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46.1

40.2

37.5

52.6

57.9

61.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

男 女 回答しない 無回答

３ 調査間の比較

（1）回答者の属性

①性別

性別は、高齢者一般で「女」が52.6%、「男」が46.1%、要支援・要介護者で「女」が57.9%、「男」が

40.2%、第2号被保険者で「女」が61.4%、「男」が37.5%となっています。いずれの調査も女性の比率が

高くなっています。

図表 41 性別

6.6

38.4

6.4

26.0

6.3

6.3

3.5

4.9

60.8

14.9

7.0 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

第2号被保険者[N=871]

農林水産業 会社や団体等の勤め人（常勤）

会社や団体等の勤め人（パート、嘱託等） 会社や団体等の役員

自営業主、個人事業主 短期・不定期のアルバイト等

内職 収入のある仕事はしていない

その他 無回答

②仕事

仕事は、第2号被保険者では、「会社や団体等の勤め人（常勤）」が38.4%と最も高く、次いで、「会社

や団体等の勤め人（パート、嘱託等）」が26.0%、「収入のある仕事はしていない」が14.9%等となってい

ます。

高齢者一般では「収入のある仕事はしていない」が60.8%となっており、仕事をしている人では、「農林水

産業」が6.6%、「会社や団体等の勤め人（パート、嘱託等）」が6.4％、「自営業主、個人事業主」が

6.3%等となっています。「農林水産業」は第2号被保険者より高齢者一般で高い比率となっています。

図表 42 仕事
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34.2

17.1

29.5

55.9

8.3

5.7

23.4

19.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

第2号被保険者[N=871]

普段から意識をして運動や食生活に気をつけている

意識をしており、もっと改善する必要があると思っている

意識はしているが、自分の年齢で今から気をつけても仕方ないと思う

特に意識をしていない

その他

無回答

（２）健康について

①運動の状況

運動の状況は、高齢者一般では、「運動はほとんどしていない」が39.4%である一方、「ほぼ毎日、運動を

している」も19.2%と多くなっています。

第2号被保険者では、「運動はほとんどしていない」が54.5%と半数以上みられ、次いで、「週に1～2日程

度、運動をしている」が13.5%等となっています。高齢者に比べて、第2号被保険者は運動をしていない人が

多くなっています。

図表 43 運動の状況

②健康づくりや介護予防に関する日頃の生活習慣

健康づくりや介護予防に関し、日頃の生活習慣について聞いたところ、高齢者一般では、「普段から意識を

して運動や食生活に気をつけている」が34.2%と最も多くなっており、次いで、「意識をしており、もっと改善する

必要があると思っている」が29.5%等となっています。

第2号被保険者では、「意識をしており、もっと改善する必要があると思っている」が55.9％と半数以上を占

め、次いで、「普段から意識をして運動や食生活に気をつけている」が17.1％等となっています。高齢者に比

べて、第2号被保険者は意識をしている人は多いですが、普段から気をつけている人は少ない傾向が見られま

す。

図表 44 健康づくりや介護予防に関する日頃の生活習慣

19.2

9.7

13.7

9.1

13.5

13.5

5.3

9.5

39.4

54.5

5.2

3.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

第2号被保険者[N=871]

ほぼ毎日、運動をしている 週に３～５日程度、運動をしている
週に１～２日程度、運動をしている 月に数日程度、運動をしている
運動はほとんどしていない その他
無回答



57

今住んでいる場所や頼りになる人（子ども、
親せきなど）の家から近いこと

提供される介護サービスの内容や質がよいこと

利用料金や家賃などの費用負担が手頃であること

医療機関から近いこと

交通の便や生活の利便性がよいこと

利用したいサービス、質のよいサービスを
自由に選べること

緊急時の通報など、いざというときの見守り
体制がしっかりしていること

その他

無回答

39.5

30.9

43.0

19.7

20.9

15.5

15.5

4.1

12.2

42.2

28.5

36.2

24.5

17.5

14.9

17.8

2.7

16.4

33.4

55.6

78.4

10.1

11.3

31.5

16.7

0.6

1.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

高齢者一般[N=1863]

要支援・要介護者[N=712]

第2号被保険者[N=871]

60.0

68.3

60.7 3.7

16.6

6.8

15.1

8.6

6.0

14.7

6.0

4.5

3.9

5.8

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1863]

要支援・要介護者[N=712]

第2号被保険者[N=871]

自宅で、在宅サービス（ホームヘルプやデイサービスなど）を利用しながら住み続けようと思う
子や孫、親類宅へ移り住むか、同居してもらおうと思う
介護保険施設（特別養護老人ホームなど）に入所しようと思う
介護保険施設までは考えていないが、有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅に入居しようと思う
その他
無回答

（３）住まい、住み替えなどについて

①住み替えの希望

将来の住み替えの希望は、高齢者一般、要支援・要介護者、第2号被保険者の全てで、「自宅で、在宅

サービスを利用しながら住み続けようと思う」が多くなっており、要支援・要介護者ではとくに多く、現在の場所に

住み続けたいという人が多くなっています。

図表 45 住み替えの希望

②住み替えで重視すること

住み替えで重視することとしては、高齢者一般、要支援・要介護者では、「今住んでいる場所や頼りになる

人（子ども、親せきなど）の家から近いこと」が多くなっています。一方、第2号被保険者では、「利用料金や

家賃などの費用負担が手頃であること」や「提供される介護サービスの内容や質が良いこと」の割合が多くなっ

ており、第2号被保険者で費用負担やサービスの質を重視する人が多くなっています。

図表 46 住み替えで重視すること（複数回答）
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③在宅生活に必要なサービス

在宅生活のために必要と思うサービスについて聞いたところ、高齢者一般に比べ、第2号被保険者で必要と

思う割合が全般的に多くなっています。また、高齢者一般、要支援・要介護者、第2号被保険者いずれも

「自宅で家事や介護の手助けをしてくれるサービス」の割合が最も多くなっています。

図表 47 在宅生活に必要なサービス（複数回答）

自宅で家事や介護の手助けをしてくれるサービス

自宅で夜間も介護をしてくれるサービス

自宅でリハビリや医療チェックをしてくれるサービス

通いで介護やリハビリを受けるサービス

特別養護老人ホームなどに短期間宿泊する
サービス

状況に応じて自宅・通い・泊まりを選べるサービス

歩行器・車いすなどの福祉用具の貸し出し

手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修

在宅で受けられる医療サービス

認知症専門の診療

２４時間対応できる病院、診療所

気軽に通える介護予防のための体操教室や
茶話会、カフェ、会食等のサロン

食事を配達するサービス

地域住民の助け合いや見守り
（徘徊の発見、通報など）

介護する家族のための健康管理、専門的な
介護研修、相談窓口の設置

在宅で介護するための補助用品（オムツ等）の
支給

買い物や通院などの外出時の移動支援

財産管理や日常的な金銭管理などの支援

その他

無回答

66.9

28.3

34.5

23.8

17.1

49.7

35.2

38.1

54.9

12.0

42.1

20.1

47.8

18.9

20.6

35.0

45.6

7.7

2.1

6.7

59.1

23.0

41.1

28.6

15.3

36.7

33.0

35.7

47.1

10.2

38.7

21.1

34.8

16.0

20.8

33.7

48.9

5.6

1.0

10.3

75.1

35.8

39.6

31.4

18.8

54.2

45.8

55.5

61.6

21.6

54.9

30.3

60.8

25.4

26.3

44.7

65.5

12.3

1.3

1.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=712]

第2号被保険者[N=871]

自宅・通い・泊まりで

受ける介護サービス

家庭での介護環境を

整えるサービス

医療サービス

その他のサービス
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53.7

39.2

71.2

40.2

53.9

26.4

5.2

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

賛成である 反対である わからない 無回答

24.7

18.1

17.7

41.5

39.1

51.1

6.3

9.7

11.5

22.6

28.8

18.2

4.8

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

とても関心がある ある程度は関心がある それほど関心はない 今はわからない 無回答

（４）看取りなどについて

①延命治療等への関心

延命治療等への関心について聞いたところ、「関心のある人」は高齢者一般が66.2％、第2号被保険者が

68.8％となっています。一方、要支援・要介護者では関心のある人が57.2%となっています。

図表 48 延命治療等への関心

②リビング・ウィルに対する意見

図表 49 リビング・ウィルに対する意見

リビング・ウィルに対する意見を見ると、高齢者一般、第２号被保険者で延命治療に「賛成である」人が5

～7割台と多くなっています。要支援・要介護者では「わからない」と答える人が53.9％と半数を占めています。

※リビング・ウィルとは、「自分で判断できなくなった場合に備えて、どのような治療を受けたいか、あるいは受け

たくないかなどを記載した書面をあらかじめ作成しておく」こと。
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③延命治療に対する希望

延命治療に対する希望を見ると、延命治療は「望まない」という人が6～7割台でいずれも多くなっています。

要支援・要介護者では「今はわからない」という人も高齢者一般や第2号被保険者に比べて多くなっています。

④最期を迎えたい場所

最期を迎えたい場所については、「住み慣れた自宅で過ごしたい」という人がいずれも3割台と多くなっていま

す。一方、「今はわからない」という人も3割前後見られます。

図表 51 最期を迎えたい場所

図表 50 延命治療に対する希望

8.8

10.9

5.4

6.6

6.7

8.8

39.3

35.7

34.8

4.8

3.4

9.1

5.7

12.9

27.7

28.0

31.0

5.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

病院で最後までできるだけ治療を受けたい

設備の整った介護保険施設などで過ごしたい

住み慣れた自宅で過ごしたい

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、ケアハウスなどで過ごしたい

どこでもよい

今はわからない

その他

無回答

3.2

78.4

62.7

75.7

16.6

30.4

22.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

望む 望まない 今はわからない 無回答
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70.5

34.9

19.0

54.7

5.0

6.2

3.2

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=520]

第2号被保険者[N=459]

ボランティアとして、自分の時間に合う範囲でできることをしたい
給与等を伴う仕事になるのならば関わってみたい（短時間のパート・アルバイト含む）
事業の立ち上げや運営などにも関わってみたい
その他
無回答

25.3 58.1 16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

ある ない 無回答

13.6 38.9 45.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2号被保険者[N=871]

ある 現在はないが、リタイア後の参加には興味がある ない 無回答

（５）高齢者の生活支援のための事業への参加について

①高齢者の生活支援事業に参加することへの興味

高齢者の生活支援事業について、参加することへの興味の有無を聞いたところ、高齢者一般では「ない」が

58.1％、「ある」が25.3%となっています。

第2号被保険者では、「ない」が45.2%、「現在はないが、リタイア後の参加には興味がある」が38.9％、

「ある」が13.6％となっています。

図表 52 高齢者の生活支援事業に参加することへの興味

②高齢者支援事業への参加の仕方の希望

高齢者支援事業への参加に興味があると回答した人に、参加の仕方の希望について聞いたところ、高齢者

一般では、「ボランティアとして、自分の時間に合う範囲でできることをしたい」が70.5%と多くなっています。

一方、第2号被保険者では、「給与等を伴う仕事になるのならば関わってみたい（短時間のパート・アルバ

イト含む）」が54.7％となっており、仕事として考える人が多くなっています。

図表 53 高齢者支援事業への参加の仕方の希望
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3.3

3.6

10.1

29.5

29.3

37.8

31.8

32.2

30.6

12.8

10.3

6.4

10.5

12.9

12.6

12.1

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

今の介護保険のサービスは不十分なので、もっと介護保険料を上げてもよいからサービスを充実するべき

さらに高齢化が進むのだから、現状のサービスを維持するために、多少介護保険料が上がっても仕方がない

さらに高齢化が進んでも、介護保険料は現状程度とするべきなので、多少サービスの利用が制限されても仕方がない

サービスの内容がもっと低下したり制限されてもよいので、もう少し介護保険料を安くするべき

その他

無回答

（６）介護保険制度について

①介護保険のサービスと介護保険料負担の考え方

サービスと保険料負担についての考え方を聞いたところ、高齢者一般、要支援・要介護者では、「さらに高

齢化が進んでも、介護保険料は現状程度とするべきなので、多少サービスが制限されても仕方がない」が最も

多くなっています。また、高齢者一般、要支援・要介護者では、次いで「さらに高齢化が進むのだから、現状の

サービスを維持するために、多少介護保険料が上がっても仕方がない」が多くなっています。

一方、第2号被保険者では、「さらに高齢化が進むのだから、現状のサービスを維持するために、多少介護

保険料が上がっても仕方がない」が37.8%と最も多くなっています。第2号被保険者では介護保険料につい

ては、介護保険料が上がってもよい・仕方ないという人が多くなっています。

図表 54 介護保険のサービスと介護保険料負担の考え方
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19.6

21.0

26.9

54.3

48.6

45.7

20.5

25.7

25.8

5.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般[N=1935]

要支援・要介護者[N=894]

第2号被保険者[N=871]

内容を知っている 名前は聞いたことがあるが内容は知らない 名前も聞いたことがない 無回答

②「福祉サービス利用援助」や「成年後見制度」の認知

福祉サービス利用援助や成年後見制度等を知っているかどうかを聞いたところ、「名前は聞いたことがあるが

内容は知らない」という人が、高齢者一般では54.3%、要支援・要介護者では48.6%、第2号被保険者で

は45.7％となっています。福祉サービス利用援助や成年後見制度等があることを知ってはいても、内容まで

知っている人は少ないことが見てとれます。

図表 55 「福祉サービス利用援助」や「成年後見制度」の認知
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認知症で介護を受けている同居の家族がいる

認知症で介護を受けている別居の家族がいる

認知症で介護を受けている親せきや
友人・知人がいる

近所付き合いのある先に、認知症で介護を
受けている人がいる

認知症徘徊者の保護や捜索への参加などの
経験がある

仕事などの関係で認知症の人と接したことがある

自分自身、認知症あるいは疑いがあると診断を
受けたことがある

特にいない

その他

無回答

3.9

3.1

13.8

8.4

5.4

8.9

1.4

55.6

4.0

6.4

4.3

9.0

9.5

5.3

5.4

25.7

47.0

5.2

1.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

高齢者一般[N=1935]

第2号被保険者[N=871]

（７）認知症について

①認知症の人との関わり

認知症の人との関わりについては、高齢者一般、第2号被保険者とも、「特にいない」という人が多くなってい

ます。第2号被保険者では、「仕事などの関係で認知症の人と接したことがある」が25.7％見られます。

図表 56 認知症の人との関わり
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認知症についての住民の理解促進や
啓発活動の充実

認知症の人が参加できる地域のサロン活動や
地域の見守り体制の充実

外出支援など認知症の人の困りごとに対する
地域でのサポート体制の充実

認知症に詳しいケア人材の育成

専門家による相談や情報提供体制の充実

認知症の早期診断のしくみづくりや
医療体制の充実

家族介護者向けの交流会や相談窓口の充実

財産管理や財産を守る（悪徳商法被害の
防止等）ための支援の充実

認知症の人が入所・入居できる専門施設等の
充実

その他

無回答

26.3

24.2

31.4

32.5

24.2

45.6

22.5

16.8

57.0

3.6

8.6

17.6

17.5

25.4

23.5

15.3

28.8

14.1

10.7

38.3

3.1

34.8

30.4

30.4

44.8

39.1

33.6

52.0

33.7

23.2

64.7

1.4

2.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

高齢者一般[N=1935]
要支援・要介護者[N=228]
第2号被保険者[N=871]

②認知症の高齢者や家族介護者などに必要な支援

認知症の高齢者や家族介護者などに必要な支援について聞いたところ、高齢者一般、要支援・要介護者、

第2号被保険者すべてで「認知症の人が入所・入居できる専門施設等の充実」が最も多くなっています。また、

第2号被保険者では、「認知症の早期診断のしくみづくりや医療体制の充実」が半数強見られ、高齢者一般

に比べて全般的に多い傾向があります。

図表 57 認知症の高齢者や家族介護者などに必要な支援
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参考資料：アンケート調査票
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和歌山県高齢者等生活意識調査
（第2号被保険者調査）
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